
 

 

令和 5 年 12 月 8 日 

市政記者クラブ各位 

FUKUOKA Smart EAST モビリティ推進コンソーシアム 

 

自動運転バスの実証実験を再開します 

 

 FUKUOKA Smart EAST モビリティ推進コンソーシアムが、11 月 22 日（水）～12

月 3 日（日）の期間で実施予定であった自動運転バスの実証実験について、11 月 25

日（土）に発生した接触事故により、運行を見合わせていました。 

その後、運行事業者※や関係者とともに原因の調査とそれらへの対策を講じ、福岡県

警察の実施する審査で走行許可を得られましたので、12 月 8 日（金）から運行を再開

します。 
 
※  自動運転バスの運行および運行管理は BOLDLY 株式会社が行います。 

 

１ 概要（下線部が従前との変更点） 

○ 日時 

令和 5 年 12 月 8 日（金）～12 月 14 日（木）各日 12 便程度(荒天中止) 

 

○ 運行ルート 

JR 箱崎駅周辺エリア（月見町～箱崎駅東口）を８箇所の乗降スポットに停車しな   

がら折り返し走行。 

 

○ 参加費 

無料 

 

○ 乗車方法 

① 公式 LINE からの予約 

② 予約なしの当日乗車 

・定員（6 名）に達した場合、ご乗車になれません。 

・予約状況により、途中の乗降スポットで降車していただく場合があります。 

 

２ 事故の概要について 

＜経緯＞ 

○ 自動運転バスが、乗降スポットから本線に合流する際、前方に停車した車両を  

検知し自動で停止しました。その後、前方車両が動き出したため、右斜め前方  

に自動で発進し、直後に本線を後方から走行してきたタクシーと走路が交差し 

て接触事故が発生しました。 

公式 LINE QR コード 



＜原因＞ 

○ 自動運転バスがロータリー内の本線に合流する際に、オペレーターにとって 

後方を十分に確認しにくい状況や、周囲の車にとって自動運転バスの合流を 

予測しにくい状況を引き起こす可能性がある走行経路となっていたこと 

 

＜対策＞ 

○ ロータリーにおける走行経路の修正 

乗降スポットを約 7ｍ後方にずらし、走行経路の修正を行います。 

このことにより、乗降スポットから発進後、自動運転バスが 5 秒程度直進した

後に本線に合流することができ、オペレーターが後方確認を行う時間的な余裕

が生まれます。また、本線を走行する他の車両が、自動運転バスの合流を予測

できる可能性が高くなると考えられます。 

 

※ 今回の実証実験再開にあたっては、追加で以下の対応も行います。 

○ オペレーターは、修正した走行経路を無乗客で走行する訓練を実施しました。 

○ 乗客の皆さまに安心感をもっていただくため、オペレーターに加え、 

スタッフ１名が同乗します。 

 

事故報告の詳細については、下記 HP をご覧ください。 

◆FUKUOKA Smart EAST モビリティ推進コンソーシアム HP 

(https://fse-mobility.jp/) 

お問い合わせ先 

福岡市 住宅都市局 イノベーション推進・Smart EAST 担当  

TEL：092-711-4154（内線 2901） 担当：金丸・髙橋  


